
資料  K  

ワクチン産業ビジョン推進委員会  

最近の感染症の話題  

予防接種で予防可能疾患の国内状況  

平成20年12月25日   

国立感染症研究所感染症情報センター  

岡部信彦  

日本の予防接種スケジュール  
唱封DSC   日本の定期′任意予防接種スケジュール（2008年4月1日施行） 小し町刷  
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●発生累積報告数（定点把握対象疾患）  
全国の定点医療機関より報告された数を示しています5 2008／8／291DSC更新）  

1999  

（川週  2∝13   2∝川   2（カ5   2∝）6  2【氾7：仲   

インフルエンザ  65．471  了69．9朗  305．441  74了．【‖0  l．162．290  了70．063  l．563．662  9（札柑1  1．210．514   

急性ぷ炎1  129   川g   134   9g  
108   （－11／4）  

■薗性■■炎  235  256   278   3∝I   298   37g   309   350   388   

水慮  162．424  275．036  271．ヰ09  263．308  2三氾．561  245．941  242．296  265．453  245．了06   

成人由疹 83   426   931   440   4t；2   59   3g   962   

盲8畷 2．653  3．8鋸  1，了60  1．458  l．544  2．189  1．358  1．5肌  2．926  

■疹 2．972  3．123  2．561  2．971  2．795  4．239   895   509   483  

ペニシリン鱒性 
紡研書感染症 2．129  4．321  5．254  6．132  6．44丁  6．692  6．233  5．294  4．8糾   

麻疹＝凍人繚薇 
書除く） 

5．875  22．552  33．812  12．473  8．285  1．547   53了   516   3．132   

ホ慮也■轟褒 1．126  1．8丁3  l，2別  2，985  1．625  1．028   773   1．140   7！18  

康行性年下■針  
（ムンブスト  69．070  132．877  254．Tll  180．827  84．734  127．592  187．83了  200．639  67．773   

イ：インフルエン  ザ定点 全国約5．000（    内科約2，000および小児科約3．抑0）、小：小児科定点 小児科全       国約3，000   
基：基幹定点内科及び小児科医療を提供する卸0人以上収容する病院全国約500  
＊2003年11月5日以降、全数把握対t疾患。●●ペニシリン耐性肺炎球菌感染症は2008年1月16日現在報告数それ以外は2008年1月8日現在報告凱  

急性脳炎には麻疹脳炎、風疹脳炎、インフルエンザ脳症などが含まれる。  
無菌性髄膜炎にはムンブス髄膜炎など、細菌性馳膜炎にはHib．肺炎球菌性髄膜炎などが含まれる  スライド：多屋馨子  

占t班t肌‖■川        ・1脚、叩叩ご  

■発生東嶺報告薮（全数由振対象疾患）（2008／8／291DSC更新）  
2007  

1999  
（川遇～）   

2003   2004  2005  2006   （08／り8現  
在）  

痘そう  
0  

（1り5以降）   
0   0   0   0  

ポリオ   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

ジフテリア   0   0   0   0   0   0   0   0  

コレラ   39   58  50   24   86   56   45   12  

A型肝炎   763   381  491  502   303   139  170   320   154  

黄 熱   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

狂犬病   0   0   0   0   0   0   0   2   0  

日本脳炎 5   5   8   5   7   10  

B型肝炎   510   425  330  332   245   241  209   228   197  

急性脳炎＊  
12＊＊  

（ll／5以降）   
166  188   167   216  

髄膜炎菌性乳験炎  10   15   8   9   18   21   10   川   

先天性見疹症候群   0   10   2   0   0  

破傷属   66   91   80  106   73   tOl  115   117   88  

★2003年11月5日から対   疾患。  

触2003年11月4日以前は、定点把握対象疾患。  

スライド：多屋響子   
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図6．麻しん累壊報告数のワクチン接穂歴別年齢分布（2008年舞1～43週）  
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全数把握にて捉えられたわが国の  

風疹患者における都道府県別報告数  
。。  （2008年1月1日～7月2日：227例）   

25  

■臨床診l折例 検査診断例   

20  

15  

10  

5  

0  
． Ⅷ．1l．．  ‖．．一． 11l   ．l．．．  

北育岩宮秋山福茨栃群埼千束神新富石福山長岐静愛三滋京大兵奈和島島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖  
海森手城田形烏城木馬玉葉京奈潟山川井梨野阜岡知重賀都阪庫良歌取根山鳥口島川媛知岡賀崎本分崎児縄  
道県県県県県県県県県県県都川県県県県県県県県県県県府府県県山県県県県県県県県県県県県県県県鳥県   

（感染症発生動向調査＊より）＊国立感染症研究所感染症什報センターによるまとめ   



日本におけるポリオの現状  
ほ性灰醐阜炎届出患者数糾佳軋1947－19銅〔伝染病統計）  

・我が国では、野生ポリオウイ   
ルスは、19了1年と1980年に各  

1例ずつ分離されたのみ   
－1981年以降は検出なし  

・ワクチンに関連して発症した   
麻痔患者（VAPP）出現割合   
－450万回投与に1例   

一二次感染後の発症：550万回に1  

例  

Eき針‘（≡r畑1 ⊥ご遥「   
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 ポリオワ十干ン定期接種間始  

＼し／  

195〔】   19狛  1970  19自0  19湘 年  

国立感染症研究所感染症情報センターHPより  出典：予防接種必携（平成20年度）  

報告は全国5000カ所のインフル工ンザ定点医療機関より  
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園1インフル⊥ンサの年別▼遇別発生状況（1g98～2Mq策47過）  
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園3 Z∝）丁／08シーズンのインフル工ンリの都iE何県別黒】i報告t＼況   

（Z（氾7任貌36潤一し2COB蜜二窮9諏〕  

報告患者数 推定患者数  超過死亡数  

2002／2003  118万人  1，485万人  11，000人  

2003／20糾  77万人  923万人  2，400人  

監緑Hl亜聖   

AHコ亜聖  2004／2005   150万人1．770万人   15・100人  

■曜  2005／2006   96万人 川6万人   棋00人  

回5インフル工ンザウイルス型別分散一株出乱舎毛色：zoo7年邑36過、2008年知遇ノ  

（式臓鼓工靭サtl惰総 7〔棚斗コ〃6用桔相島折  
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HINl分離株のNA遺伝子塩基配列の決定およ  
ぴNAI薬剤感受性試験によるタミフル耐性株発  

生頻度   

2007年 277株中1株（0．4％）  
2008年1，360株中22株（1．6％）   

地域別では、本州を中心に全国的に耐性株が  
散見され、横浜市、鳥取県、栃木県、岐阜市で  
複数の耐性株が同定された。   

しかし、これらの発生頻度は欧米や香港など  
の諸外国に比べて著しく低く、これまでの国内で  
の頻度と比べても特別に高いとはいえなかった。  

8   



2007年に報告された日本脳炎患者  

報告週 報告自治体   感染地域  年代  性別  

・第11逓 広島県  茨城県   10代（発病は2006年）男性  

・第39週 熊本県  

・第39遇 福岡県  

・第43遇 石川県  

・第43週 福岡県  

・第44週 石川県  

・第44週 山口県  

・第45遇 島根県  

・第47週 愛知県  

・第51遇 鳥取県  

熊本県  60代  

福岡県  40代  

石川県  80代  

福岡県  70代  

石川県  60代  

山口県  60代  

島根県  70代  

愛知県  40代  

鳥取県  40代  

9   



ブタの日轡炎ウイルス感染状況・2006～2008年  
2008年  

（11月28日現在）  
2006年  2007年  

再」l  

Hl抗体保有率  H＝肯体保有率  

l未開査（15）  

ロ0（範（6）  

□く5D％‖研  

■50～79鴨l引  
■≧80艶＝慄  

（ニスLり粁」は古（封戦ホトトJ ¢  

！l未粥査（14）  

□0％（引  

l二］＜SO％＝0）  

■50～79％仰  
■l≧80％（13）  

【巨】ぴノ仏ソト1馬丁涌出糎ケノーり  ¢  

H抗体保有率  
Hl即柏bodypo～州Vモー∂tio  
肌 

未調査Notdone  

⊂川欄  

口＜50一弘  

■50～79％   ¢  

■≧80％  

「7≡…∴〈蜃車重〉  

感染症流行予測調査より  
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一陽告敷  
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ある感染症（新型インフルエンザに限らす）押流行した時に、  

さくある感染症もlさやり嶋助たら、  

タールパンチ・トりフルパンチJ  
（乳児健診、一般予賄搾種手で辛が由らない）  

・ボりオ（小児手ひ）  

・麻疹（lさしか）、風疹  

・結椛  

・ジフ宇りア、百8哺、破傷風  

・8ホ脳炎  

・ムンつス（訴たふくかぜ）、水痘（水ぽうとう）、  

・ヘモフィルスインフルエンザ、肺耀球菌  

・これらlさ今日からでも明日からでも、   

新型インフルエンザ流行時のりスウを減らし手す  

国立感染症研究所 感染症什報センター  

岡部信彦センター長  

第一圭（谷口汁州室長）神谷 元、菅原民枝、大日康史、森兼啓太  

重松美加、松井珠乃、中島一敏、砂川盲正、大山卓昭  

第二圭（多田有希室長）斉藤側亡、島田智恵、安井良則、山下和予  

算三重（多屋書子室長）山本久美、佐藤 弘、新井 智  

第四圭（藤本嗣人室長）松野圭夫  

第五重（伊藤健一郎室長）  

第六圭（木村博一室長）  

国立感染症研究所実地疫学専門家養成コース（FETP－J）  

12   



表．脳炎合併の報告があった麻しん庇例（2008年粟1～43過）  

第欄  北海道   女  10代   払休診断例   炬   軽快   

第一過  神奈ノl  県  男  20代   楼茸診断例   無   軽快   

第5過  神奈川県   男  30代   臨床診断例   無   軽快   

寮9過  北海適   女  20代   検査感鮨例   無  

崇16過  千蜜県   女  40代  修飾麻しん（検査診断例）   不明  

貫26週  神奈川県   罪  20代   横萱診断例   1回（1歳時、現の監慣）  高次脳機檻障筈   

帯封遇  神奈川県   男  1U代   横萱診断例   無  

第ユl遇  東京都   男  40代  修飾麻しん（検宣診断例）   不明  

1999年から2007年にかけての先天性風疹症候群（CRS）の報告状況  

年（西暦）  CRS報告数  報告県  

1999年   

2000年  

2001年  

2002年  

2003年  

大阪  

宮崎  

岡山  

広島   

岡山（2）、東京（3）、  

鹿児島（1）、神奈川（1）、   

熊本（1）、長野（1）、  

大分（1）  

愛知、大阪  

2004年  10  

（感染症発生動向調査より）   
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年齢群別新登録患者数の3年間の動き  
2004（平成16）年  2005（平成17）年  2006（平成18）年   

新登録患者数（人）   29，736   28．319   26．384   

く羅患率：10万対率〉   〈23．3〉   〈22．2〉   〈20．6〉   

0～14歳（％）   117（0．4％）   117（0．4％）   85（0．3％）   

15⊥19歳（％）   302（1．0％）   284（1．0％）   214（0．8％）   

20～39歳（％）   5，266（17．7％）  4．980（17．6％）  4，486（17．0％）   

40～59歳（％）   6．337 （21．3％）  5，896（20．8％）  5．373（20．4％）   

60～79歳（％）   11，489（38．6％）  10，660（37．6％）  9，946（37．7％）   

80歳以上（％）   6，225（20．9％）  6，382（22．5％）  6，280（23．8％）   

結核研究所HP：「轄核の統計2007」より  

14   



帯状癌疹・Ramsay－Hunt症候群による入院例、死亡例調査  
（平成17年1月～12月：回収率37．3％）  

厚生労七科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）予防接種で予防可能疾患の今後の感染症対策に必要な予防接種に関する研究  
主任研究者▲岡部信彦、分担研究者：榊谷 書、浅野喜造、堤 裕幸、多度響子  
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全轄核推急事（人口10万対）2006年  

ノへ  

＼て  木器鼠′〉  
［ニコ  （－15・0  
⊂：コ15．口へ′17．ら  

－17．5へ′20．〔】  
■■120．0へノ22．5  
－22．5′、  

●神野 ●京都市  
●北九州市  

●大阪市  

●福同市  

●名古屋市 ●川崎市   

●諸岡市●横浜市  

○広島市  

苫＝l‾】「  

轄核研究所HP：「結核の統計2007」より   
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アクトヒブ発売の経緯   

ワクチン産業ビジョン検討会  

推進委員会資料   

サノフィパスツール第一三共ワクチン  

平成20年12月25日  

㍍慧汽ば挿‘妄Pこ慧S富eむg㌢  

lr．、■＝一山＝，／11ゝ＝∩■．亘」上．1rリノ＝rい．【て  

1．アクトヒブ：製造フロー  

サノブイ／ミスツール第一三共ワクチン  

大阪製造所  

アクトヒプ  04％食塩液  
（バイアルノ  （シリンジ）  

▼ 
出荷試挨  

▼  
出荷試験   

＼  ／  
日本言吾ラベル貼付  
ブリスターに梱包  

日本言吾カートンに箱詰め  
ロット番号・製造日印字  

自家試験（外部検査機関に委託）  

1  

国家検雇（国立感染症研究所）  

1   

検定証紙貼付、封鍼テープ貼付  

1   

まとめ箱、元梱に箱詰め  

1  

GMP出荷判定 約4ケ月  添付文書挿入  

1  

出荷・輸出  約6ケ月   

サノフイ／くスツール第一三共ワクチン本社  
市場出荷判定  

関西国際空港  
空輸・通関・陸上運送  

∴‾÷’い ∴・∴ 1・   



2．アクトヒブ：認知度調査  

母親の認知度調査  

時期   Hib髄膜炎   Hibワクチン   

2002   3％  

2005   3％  

＿＿三＝＝コー  

接種率は発売してしばらくは低く、数年聞かかって他の任意接種ワクチンと同様の   
30％程度となると予想し、それに対応できる能力をもつ包装設備を建設した  

皿ところが  

2006   20％   1％   

2008   60％   30％   

認知度が急激に上昇し、初期包装能力の限度に  
近い需要となる可能性が考えられた  

S⊂】nO〔卓P⊂】SIeu「  
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3．アクトヒブ：FAX送信を活用した一括数量調整方式  

流通在庫をゼロに近づけ、ユーザーに一本でも多く漉すことを目的とする  

①接種希望連絡表（FAX）、乳幼児毎  アクトヒブ連絡センター  
（受付窓口）  

⑥納品   蕊  
」■  

②出荷日連絡（FAX）   入交渉         出荷匪芸二，ト     用度    接 稚 婁 呈     払 出   」支店（酬粟蛛，．③醐  」■          MR・セールス・               l医師     ワクチン担当者l  
翫封罷汀撞M禦抽獣∬  
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